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1. はじめに 
初等中等教育および高等教育でもさまざまなデータサ

イエンスのリテラシー教育が行われている。しかしなが

ら高等教育におけるこれらの導入においては、担当者が

データサイエンス教育を専門としているとは限らず、文

部科学省が明示している内容をカリキュラムには反映し

ていても、実際に受講生のリテラシー向上につながって

いるか否かの専門的な検証はほとんど行われていない。

また統計に対する態度を測る指標に対しては、Schau and 
Emmioglu（2012）の Survey of Attitudes Toward Statistics
（SATS）がある。藤井ら（2017）では SATS の日本語版

の作成を行っており、SATS に関する詳細やその取り組み

について述べている。 
本研究では、実施している授業デザインを日本語版 

SATS を用いて評価し、受講生のリテラシー向上につなが

っているかを検証する。 
 
2. 統計に対する態度を測る指標について 
本節では本研究で用いた統計に対する態度を測る指標

である SATS および日本語版SATS について述べる。 
 
2.1 SATSについて 
本研究では統計に対する態度を測る指標を用いて、学

習による受講者の変容を測ることを考える。統計に対す

る態度を図る指標としては、Roberts and Bilderback（1980）
の Statistics Attitude Survey（SAS）やその改良版である 
Wise（1985）の Attitudes Toward Statistics（ATS）がある。

なおこれらの指標に対しては、Gal and Ginsburg（1994）が
その問題点を指摘してあり、その指摘を受け、Schau and 
Emmioglu（2012）の Survey of Attitudes Toward Statistics
（SATS）がある。SATS については Ramirez, et al.（2012）
にも詳細が書かれており、その説明が藤井ら（2017）によ

って説明されている。藤井ら（2017）では、Ramirez, et al.
（2012）における SATS の以下の 8 つのプロセスに基づ

いて作成されたと紹介している。 
 

１．統計に対する学生の態度を測定するこれまでの調査

票の検証 
２．大学での統計入門を受講している学生の態度に対す

る記述の分析 
３．統計入門の受講生と教員による、統計に対する態度を

表す単語やフレーズを共通する構成概念の形で分類 
４．上の単語やフレーズを用いて作成された項目に対す

るパイロット研究と改良 
５．検証的因子分析による初期の次元の構成概念の妥当

性の検討 
６．他の調査票との関連や不足部分を検討することで、構

成概念のスコアの妥当性の検討 
７．2 つの構成概念の追加 
８．検証的因子分析によるつの構成概念の内的構造の妥

当性の検討 
 

2.2 日本語版 SATS について 
藤井ら（2017）では SATS の日本語版の作成を行って

おり、SATS に関する詳細やその取り組みについて述べて

おり、その調査票等も藤井（2018）で公開している。加え

て木根ら（2016）では、2 つの SATS（当初公開された 28 
項目の SATS-28 およびその後 8 項目が追加された 
SATS-36。以後、SATS-36 のみ扱うため、SATS-36 を単に 
SATS と表記）に触れ、SATS の各項目の詳細を説明し、

今後の方針等も述べられている。 
木根ら（2016）では、これらの SATS および日本語版 

SATS の詳細について次のように述べている。 
SATS では授業前と授業後の 2 つの調査票があり、授

業での変化を検証することが可能である。SATS には 36 
項目の質問があり、以下の 6 つの要素で構成されている

（木根ら、2016）。 
・感情（Affect）6 項目 
・認知コンピテンシー（Cofnitive Competence）6 項目 
・価値（Value）9 項目 
・困難性（Difficulty）6 項目 
・興味（Interest）6 項目 
・努力（Effect）9 項目 
木根ら（2016）によると、上記はすべて授業前の調査票

から選び、その日本語訳したものをあげていることや、

SATS の妥当性については、Hilton, et al.（2004）を参照な

どの補足事項も述べている。具体的な質問文等は藤井

（2018）を参照されたい。 
 
2.3 日本語版 SATS の適用事例 
藤井ら（2017）で提案された日本語版 SATS の適用事

例として、竹内（2023）で大学での事例を紹介している。 
竹内（2023）では、2022 年度後期にて、学部統計基礎



教育に該当する授業（必修、2022 年度はオンデマンド方

式）を受講した学生の受講前と受講後の統計に対する態

度の変容を検証することを目的に、「日本語版 SATS」を

用いた調査を行っている。 
本研究ではこの結果について、具体的な分析結果を紹

介する。 
 
3. 日本語版 SATS を用いた学生の態度の測定 
本節では日本語版 SATS を用いた学生の態度の測定結

果の詳細を述べる。 
 
3.1 調査の詳細 

2022 年度後期にて、学部統計基礎教育に該当する授業

（必修、2022 年度はオンデマンド方式）を受講した学生

の受講前と受講後の統計に対する態度の変容を検証する

ことを目的に、「日本語版 SATS」を用いた調査を行った。

調査概要は以下の通りである。なお本来であれば「日本語

版 SATS」には授業前と授業後で、質問文が幾分異なって

いるが、今回は、前後の変容を見ることに注目したため、

受講前の調査票を主として用いたことに注意されたい。 
 

(1) 授業前の調査 
調査対象：J 大学学部学生 1 年生（ただし再履修生な

ども数名受講）249 名。 
回答数および回収率：161 名回答。回収率 64.7% 
調査方式：ウェブ調査票を用いた調査票調査。講義 01 

の授業内課題として実施。 
調査日時：2022 年 9 月 23 日 09:00-10 月 6 日 12:00。 
 
(2) 授業後の調査 
調査対象：J 大学学部学生 1 年生（ただし再履修生な

ども数名受講）249 名。 
回答数および回収率：107 名回答。回収率 43.0% 
調査方式：ウェブ調査票を用いた調査票調査。講義 14 

の授業内課題として実施。 
調査日時：2023 年 1 月 20 日 09:00-1  月 26 日 

23:55。 
 
なお授業前と授業後の両方を回答している人は、87 名

（34.9%）、片方のみの回答している人は 94 名（37.8%）、

両方とも回答してない人は 27.3% となった。 
 
3.2 調査結果について 
 調査結果については、以下のようになった。詳細

およびその他の結果については会場にて紹介する。 
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